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（主な農業関連資金の概要）

資金の使いみち資　金　名 

農業経営等に必要な設備資金および運転資金アグリサポート資金

農業改善のため、施設の取得や農機具・家畜等の購入をする場合や長期運転
資金を必要とする場合など

農業近代化資金

認定農業者の方が、資金規模が大きく償還期間が長い資金を必要とする場合
や、農地を取得する場合など

農業経営基盤強化資金
（スーパーＬ資金）
※日本政策金融公庫資金

新たに農業経営を開始する方が、認定就農計画の目標達成を図るための資金
を必要とするとき

青年等就農資金
※日本政策金融公庫資金

●地域に貢献する商品の提供
　平成29年４月～６月に、『ＪＡ農産物直売所応援定期貯金』並びに『ＪＡ農産物直売所スタンプラリー』を実
施しました。期間中に定期貯金をご契約いただいた方に、預入金額20万円につき「農協全国商品券500円券」
と「スタンプラリー台紙1枚」を進呈し、管内の直売所及びＡコープでご利用いただくとともに、スタンプを３
個集めると「飛騨牛ギフトカード」や「県下農畜産物カタログギフト」が当たる抽選会にご応募できる商品です。
　また、平成29年９月～10月には『明方ハム定期貯金』として、ご契約いただいた方に、翌年より当ＪＡの「明
方ハム」セットを進呈する商品を販売しました。
　低金利が続いているなか、オリジナルの金融商品の提供に取り組んでいます。

　農業体験や料理体験などの食農活動を通じて｢地域｣
と「人」、「農業」を結びつける活動に力を入れています。
特に夏休み期間中に行う親子農業体験やわんぱく農業
体験が好評です。
　女性部がすすめる、大豆の栽培を通じて食の大切さ
を教える『まめなかな運動』にも積極的に取り組み、
『一鉢運動』など新たな取り組みも行っています。

　食の安心・安全確保に向けて、農産物の生産情報の開示を行えるよう生産工程管理（ＧＡＰ）、生産履歴記帳
運動を推進し、安心・安全な農産物の供給体制整備に取り組んでいます。

　担い手専任担当者（MAP）６名及び営農指導員21名
を配置して、担い手、新規就農者へさまざまな情報の提
供や相談機能を発揮する活動に取り組んでいます。
　また、新たに就農を希望される方への支援として、新
規就農者育成事業「就農塾」の開講とＪＡ実証圃での研
修を実施しています。就農塾では、夏秋トマト・夏秋ナ
ス・里芋などめぐみの管内の主要農産物の就農者育成
を実施し、延べ受講生は287人で内161人が就農されま
した。
　また、平成28年度より「郡上トマトの学校」を開校し、
毎年２名程度の研修生を受け入れ２年間の研修後、郡
上地域で就農されます。

　地域金融における円滑な資金供給を重要な役割の一つと位置づけ、地
域農業の担い手のニーズに適切に対応できるよう営農担当職員と融資
担当職員が連携して、ＪＡアグリサポートや農業制度資金といった農業
関連資金で幅広く対応し経営支援に取り組んでいます。また、農機具等
購入助成事業、新規就農者営農支援事業、新規就農研修支援事業並びに
新規就農応援資金など生産者への金融支援を行っております。
　なお、次世代層の皆さま等がご利用しやすいよう土日営業のローンプ
ラザを営業して、様々な要望に対応するため、専門職員（ローンアドバ
イザー）によるキメ細かいサービスの提供に取り組んでいます。

●農業関連資金の取扱状況
　農業者が規模拡大や経営改善等に必要な資金への対応としてＪＡアグリサポート資金や農業制度資金を
ご利用頂いています。主な資金として、「アグリサポート資金」「農業近代化資金」「日本政策金融公庫資金」が
あります。

農業振興活動

◆ 安心・安全な農産物づくりへの取り組み

◆ 地域活性化のための地域密着型金融への取り組み

◆ 担い手・新規就農者への支援

◆ 地産地消・食育の取り組み

平成26年度資　金　名

125（　55件）

194（　44件）

49（　18件）

平成27年度

186（　76件）

179（　41件）

33（　16件）

アグリサポート資金 

農 業 近 代 化 資 金 

日本政策金融公庫資金 

平成28年度

261（ 105件）

150（　36件）

22（　13件）

平成29年度

（単位：百万円）

392（ 146件）

130（　27件）

15（　  5件）
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　管内の市町村と連携し地域ごとの特色を生かした農業
祭・産業祭の主催・後援・協賛を行い「食と農」の啓蒙活
動に取り組んでいます。また、ファーマーズマーケット
『とれったひろば』では、農産物の旬にあわせたイベント
を定期的に企画し、大勢の来場者を集めています。

　各地域に営農経済センターを設置し、農業の専門知識を
持った職員が、農産物の栽培指導や、経営にかかる相談業
務などを行っています。
　大型農業施設の整備を図り、各農家の農業経営の効率化
を図っています。また、野菜ごとの産地化をすすめ、少量
からでも出荷してもらえるよう、農産物直売所を各地に設
置しています。

　地域農業の活性化と持続性を図るため、行政の「人・農地プラン」と連携し、集落及び組合員が一体となっ
て支えるため、平成25年度より集落農業ビジョンの策定を進めています。
　平成27年度より集落農業ビジョンの策定着手を全地域で実施し、平成29年度末時点で「集落農業ビジョン」
合意形成ができた集落は、中濃地域161集落・郡上地域87集落・みのかも地域288集落・可児地域94集落、全
体では630集落となりました。今後は全集落の合意形成に向け取り組んでまいります。

　農業所得向上に向けた産地の生産維持と拡大を目標と
し、主要品目の生産基盤強化と面積拡大を図り、新たな
販路開拓、拡大による販売単価の向上に向けた事業に取
り組んでいます。
　また、管内で生産された農産物に付加価値を高め、生
産農家の所得向上を図るため加工品の開発研究に取り組
んでおり、管内の直売所で販売しています。平成29年度
は、「白川茶ブッセ」と「切りもち」を開発し、夏秋トマト
フリーズドライスープ・円空さといもポタージュに加え
て、ほらどキウイフルーツをおいしさそのままにドライ
フルーツにした「ひとくちキウイ」、白米と同様の炊飯方
法でやわらかく炊きあがる玄米「めぐみの玄米」など合計
11商品となっています。

■協同組織の特性
　「ＪＡめぐみの」は、関市、美濃市、郡上市、美濃加茂市、可児市、加茂郡（坂祝町、富加町、川辺町、八百津町、
七宗町、白川町、東白川村）、可児郡（御嵩町）の５市・７町・１村を事業区域として、農業者を中心とした地域住
民の方々が組合員になって、相互扶助を共通の理念として運営されている協同組織であり、地域農業の活性化
に資する地域金融機関です。
　当組合は地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて事業活動を展開しながら、
ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協同組合として、農業や助け
合いを通じた社会貢献に努めています。

■組合員数・出資金
　平成30年3月末の状況では、組合員数については61,242名、出資金については4,704百万円となっています。

■環境問題への取り組み
　市町村・農林事務所・普及センターとＪＡが合同で環境保全と農業振興を目的に、使用済み農業用廃棄ビニー
ルや廃プラスチック等を回収し、リサイクル業者等に引き渡すことにより地域環境の維持に努めています。
　また、各支店ではプランターや花壇を利用して、野菜や花を積極的に栽培し地域美化に努めているほか、ＪＡ
職員互助会では、ため池や河川、各支店・施設周辺の環境保全に役立つように清掃奉仕活動を行っています。
　その他、二酸化炭素排出削減運動に呼応し、農産物直売所等でのレジ袋削減に取り組み、エコバッグ普及を進
めています。

■福祉活動
　高齢者や体の不自由な方を対象にした介護事業に、積極的
に取り組んでいます。管内３か所の通所介護施設ではデイサー
ビスを行うほか、訪問介護事業や福祉用具貸与事業、居宅介護
支援事業を行い、多くの方に利用していただいています。また、
ＪＡのセレモニー施設では人形の供養祭を行い、集まった志を、
各市町村の社会福祉関係に寄付しています。

■献血活動
　ボランティア活動の一環で、献血推進協議会の協力依頼を
受けて、役職員は献血活動に積極的に協力しています。

■交通安全運動
　支店・事業所にこども110番の家、こども110番の車を設
置して、交通安全路上活動を行い地域の子どもの見守り活動
に取り組んでいます。
　また、交通安全ミュージカル「魔法園児マモルワタル」の
開催や交通安全教育DVDの無償貸出による学生や子供たち
への交通安全意識の向上を図る取り組みをしています。

地域貢献活動

◆ 全般に関する事項

◆ 社会貢献活動（社会的責任）

◆ 農業普及活動

◆ 農業祭等の開催

◆ 「人・農地プラン」と連携したＪＡ農業振興ビジョンの取り組み

◆ 農畜産物のめぐみのブランドの確立・六次産業化への取り組み




